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本
年

月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
無

形
文
化
遺
産
保
護
条
約
関
係
省
庁
連

絡
会
議
に
お
い
て
、「
書
道
」
を
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
（
人
類
の
無

形
文
化
遺
産
の
代
表
的
な
一
覧
表
）

へ
提
案
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
昨

年
12
月
18
日
の
文
化
審
議
会
無
形
文

化
遺
産
部
会
の
提
案
候
補
の
選
定
を

踏
ま
え
た
も
の
で
、

月
末
ま
で
に

ユ
ネ
ス
コ
に
提
案
さ
れ
る
。

　

年
に
「
中
国
書
法
」「
中

国
篆
刻
芸
術
」が
登
録
さ
れ
て
以
来
、

「
日
本
の
書
道
文
化
」
の
登
録
の
道

は
な
い
か
と
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

年
に
は
代
表
的
な
仮
名
書

家
（
高
木
聖
鶴
、
日
比
野
光
鳳
、
井

茂
圭
洞
）
が
当
時
の
青
柳
正
規
文
化

庁
長
官
に
「
書
道
」
を
ユ
ネ
ス
コ
に

登
録
す
る
た
め
の
要
望
書
を
提
出
。

翌
年

月
に
日
本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登

録
推
進
協
議
会
（
発
起
団
体
は
全
国

書
美
術
振
興
会
、
全
日
本
書
道
連

盟
、
日
本
書
芸
院
）
が
発
足
し
、
本

格
的
に
登
録
推
進
運
動
を
開
始
し
て

い
る
。

　

日
本
の
書
道
文
化
は
高
い
芸
術
性

を
持
ち
な
が
ら
も
、

伝
統
行
事
や
冠
婚
葬

祭
を
通
じ
て
国
民
生

活
に
根
付
き
、
文
字

文
化
と
し
て
の
長
い

歴
史
と
伝
統
を
支
え

続
け
て
き
た
。
こ
の

日
本
の
書
道
文
化
を

保
護
し
、
我
が
国
の

文
化
力
、
文
字
力
を

次
世
代
へ
と
力
強
く

継
承
し
て
い
く
た
め
の
保
護
継
承
運

動
に
書
道
界
は
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
き
た
。賛
同
団
体
署
名
運
動
、

文
化
庁
長
官
へ
の
要
望
書
、
有
識
者

の
推
薦
状
手
交
、
関
西
・
成
田
国
際

空
港
で
の
「
日
本
の
書
道
文
化
展
」

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、「
書

道
文
化
に
関
す
る
基
礎
調
査
」「
書

道
団
体
実
態
調
査
」
実
施
と
調
査
結

果
の
冊
子
発
行
、
講
演
会
な
ど
を
積

み
重
ね
な
が
ら
、
書
道
国
会
議
員
連

盟
の
協
力
を
得
て
、
登
録
推
進
運
動

を
継
続
し
て
き
た
。

　

こ
の
間
、
政
府
で
は
文
化
審
議
会

で
書
道
を
含
む
生
活
文
化
を
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
の
提
案
対
象
と
す

る
方
針
の
発
表
や
、
文
化
財
保
護
法

の
改
正
に
よ
り
登
録
無
形
文
化
財
制

度
が
創
設
さ
れ
、「
書
道
」
が
初
の

登
録
無
形
文
化
財
と
な
る
と
い
う
流

れ
も
あ
り
、
10
年
近
い
運
動
が
「
書

道
」
の
提
案
案
件
決
定
に
結
び
付
い

て
い
る
。

　　

国
の
関
係
省
庁
連
絡
会
議
で
提
案

案
件
決
定
の
報
を
受
け
て
、
書
道
国

会
議
員
連
盟
の
河
村
建
夫
名
誉
会

長
、
塩
谷
立
会
長
、
運
動
を
中
心
に

な
っ
て
推
進
し
て
き
た
協
議
会
の
荒

船
清
彦
前
会
長
、
田
中
壮
一
郎
会

長
、
井
茂
圭
洞
副
会
長
を
は
じ
め
多

く
の
書
道
関
係
者
か
ら
喜
び
の
声
が

届
き
、
書
道
界
一
体
と
な
っ
た
慶
事

と
な
っ
た
。

　

今
後
の
登
録
に
至
る
ま
で
の
流
れ

は
、
本
年

月
に
提
案
さ
れ
た
後
、

現
在
、
日
本
か
ら
の
提
案
は

年
に

回
し
か
審
議
さ
れ
な
い
た
め
、
来

年
の
令
和

年

月
に
再
度
提
案
さ

れ
、
そ
の
後
約

年
半
の
審
査
を
経

て
、
最
終
的
に
登
録
が
決
定
す
る
の

は
翌
年
、
令
和

（

）
年

の
冬
に
な
る
見
込
み
だ
。

　

登
録
後
は
、登
録
無
形
文
化
財「
書

道
」
の
保
持
団
体
で
あ
る
日
本
書
道

文
化
協
会
（
井
茂
圭
洞
会
長
）
を
中

心
に
、
日
本
の
伝
統
的
な
書
道
文
化

の
保
護
と
共
に
、
次
世
代
へ
と
継
承

し
て
い
く
活
動
が
課
せ
ら
れ
る
。

 
 

　

こ
の
た
び
「
書
道
」
を
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
、
政
府
と
し
て
ユ

ネ
ス
コ
に
対
し
提
案
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
登
録
推

進
運
動
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
書
道
界

を
挙
げ
て
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
書

道
界
で
は
、
昨
年
の
井
茂
圭
洞
先
生

の
文
化
勲
章
受
章
、
黒
田
賢
一
先
生

の
文
化
功
労
者
顕
彰
に
続
く
慶
事
で

す
。

　

登
録
推
進
の
た
め
に
平
成
27
年
に

発
足
し
た
日
本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登

録
推
進
協
議
会
は
、「
つ
な
ご
う
日

本
の
書
道
文
化　

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
遺
産
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
多
く
の
書
道
展
で
登
録
推
進
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ポ
ス

タ
ー
や
バ
ナ
ー
を
掲
示
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、

万

件
に
上
る
賛
同
団
体
の
署
名
、
有
識

者
の
推
薦
状
と
と
も
に
、
宮
田
亮
平

文
化
庁
長
官
に
要
望
書
を
手
交
す
る

な
ど
、
活
発
に
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
団
体
、
個

人
に
よ
る
「
日
本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登

録
推
進
基
金
」
へ
の
基
金
協
力
や
、

万
個
を
超
え
る
ピ
ン
バ
ッ
ジ
付
き

寄
付
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
書
道
の
重

要
性
が
多
く
の
方
々
に
改
め
て
認
識

さ
れ
、
さ
ら
に
書
道
国
会
議
員
連
盟

に
よ
る
力
強
い
ご
支
援
も
い
た
だ
い

た
結
果
、
令
和

年
に
文
化
財
保
護

法
の
改
正
に
よ
り
登
録
無
形
文
化
財

制
度
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
第
1
号
と

し
て
「
書
道
」
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
に
必
要
で
あ
る
国
内
法
に

よ
る
保
護
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と

と
な
り
、
昨
年

月
か
ら
ユ
ネ
ス

コ
へ
の
提
案
候
補
の
審
議
を
行
っ
て

き
た
文
化
審
議
会
が
、
つ
い
に
昨
年
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「
書
道
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
日
本
提
案
案
件
に
決
定
！

登録推進運動ポスター

　

書
道
界
挙
げ
て
の
慶
事

　
　
　
　

　
　
　
　

田中壮一郎会長
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12
月
に
「
書
道
」
を
次
の
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
の
提
案
候
補
に
選
定

し
、
本
年

月
の
政
府
と
し
て
の
決

定
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
書
道
の

ユ
ネ
ス
コ
登
録
に
向
け
た
運
動
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
運

動
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
書
道

国
会
議
員
連
盟
の
先
生
方
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
各
位
に
も
深
甚
な
る
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
で
の
最
終
的
な
決
定
は

令
和

年
11
月
頃
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
皆
様
方
に
お
か
れ
て
は
引
き
続

き
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人
全
国
書
美
術
振
興

会
代
表
理
事
・
会
長
、
日
本
書
道
ユ

ネ
ス
コ
登
録
推
進
協
議
会
会
長
）

　
「
書
道
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
提
案
さ
れ
る
こ
と
の
決
定

は
、
ま
さ
し
く
私
の
悲
願
で
し
た
。

　

年
に
「
中
国
書
法
」
が

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
以
来
私
は
「
漢
字
は
中
国
に

発
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
日
本
に

は
日
本
独
自
の
仮
名
文
字
が
あ
り
仮

名
書
道
が
あ
る
。
日
本
の
書
道
も
ユ

ネ
ス
コ
登
録
を
目
指
そ
う
」
と
決
意

し
ま
し
た
。

年
、
私
の
日

本
芸
術
院
会
員
の
就
任
祝
賀
会
で
も

こ
の
思
い
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
当

時
の
仮
名
書
道
を
代
表
す
る
高
木
聖

鶴
先
生
、
日
比
野
光
鳳
先
生
に
賛
同

を
い
た
だ
い
て
、
要
望
書
を
文
化
庁

長
官
に
提
出
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

活
動
は
日
本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登
録
推

進
協
議
会
の
発
足
へ
と
つ
な
が
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
展
開
さ
れ
て

い
っ
た
わ
け
で
す
。

　

一
方
で
、
書
道
と
い
う
日
本
の
伝

統
文
化
を
し
っ
か
り
と
保
持
し
、
次

世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
活
動
は
、

国
か
ら
も
評
価
さ
れ
、
令
和

年
に

「
書
道
」
は
初
め
て
の
登
録
無
形
文

化
財
に
な
り
ま
し
た
。
既
に
発
足
し

て
い
た
日
本
書
道
文
化
協
会
が
そ
の

保
持
団
体
と
な
り
、
会
員
に
よ
る
特

別
揮
毫
会
や
高
校
へ
の
会
員
派
遣
事

業
、「
街
な
か
書
道
体
験
」
の
実
施
、

若
手
研
究
者
・
書
家
へ
の
「
研
究
助

成
」な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

は
、
伝
統
的
な
日
本
の
書
道
文
化
を

世
界
に
発
信
す
る
と
同
時
に
、
日
本

で
の
書
道
の
保
持
、
発
展
に
つ
な
が

り
ま
す
。
登
録
ま
で
ま
だ
期
間
が
あ

り
ま
す
が
、
登
録
後
も
見
定
め
た
活

動
が
必
要
だ
と
痛
感
し
て
お
り
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

書
道
界
の
み
な
ら
ず
、
関
係
の
皆
様

の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
化
勲
章
受
章
者
、
日
本
書
道
文

化
協
会
会
長
、
公
益
財
団
法
人
全
国

書
美
術
振
興
会
名
誉
顧
問
）

　

高
木
聖
鶴
（
文
化
勲
章
受
章
者
）、

日
比
野
光
鳳
（
文
化
功
労
者
、
日
本

芸
術
院
会
員
）、
井
茂
圭
洞
（
日
本

芸
術
院
会
員
）の

書
家
連
名
で「
日

本
の
仮
名
書
道
を
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
遺
産
に
」
と
い
う
要
望
書
を
青

柳
正
規
文
化
庁
長
官
に
提
出
。
長
官

か
ら
は
推
進
母
体
と
な
る
団
体
が
必

要
と
い
う
指
示
を
受
け
る
。

　
「
日
本
の
書
道
文
化
」
を
ユ
ネ
ス

コ（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）

の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
す
る
目
的

で
、「
日
本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登
録
推

進
協
議
会
」
を
発
足
。
公
益
財
団
法

人
全
国
書
美
術
振
興
会
、
公
益
社
団

法
人
全
日
本
書
道
連
盟
、
公
益
社
団

法
人
日
本
書
芸
院
の

団
体
が
発
起

団
体
と
な
り
、
伝
統
あ
る
日
本
の
書

道
文
化
全
体
を
伝
承
し
保
護
す
る
た

め
に
、
書
道
界
を
挙
げ
て
の
運
動
を

開
始
し
た
。

　

協
議
会
会
長
に
全
国
書
美
術
振
興

会
の
荒
船
清
彦
会
長
、
特
別
顧
問
に

河
村
建
夫
書
道
国
会
議
員
連
盟
会

長
、
松
浦
晃
一
郎
第

代
ユ
ネ
ス
コ

事
務
局
長
や
各
マ
ス
コ
ミ
の
代
表
者

が
就
任
し
た
。
協
議
会
会
議
と
実
務

者
会
を
重
ね
、
運
動
の
方
針
や
ユ
ネ

ス
コ
へ
の
提
案
の
テ
ー
マ
等
を
協
議
。

　

47
都
道
府
県
に
地
域
代
表
委
員
を

立
て
、
全
国
規
模
の
賛
同
団
体
署
名

運
動
を
実
施
。
最
終
的
に
は
1
万

団
体
か
ら
賛
同
団
体
署
名
を

得
た
。
書
道
国
会
議
員
連
盟
、
44
道

府
県
知
事
、
国
立
大
学
学
長
、
自
治

体
や
教
育
界
、
文
化
施
設
や
国
際

交
流
団
体
な
ど
幅
広
い
賛
同
が
あ
っ

た
。

　

登
録
推
進
運
動
に
か
か
る
経
費
を

募
る
た
め
「
日
本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登

録
推
進
基
金
」
を
立
ち
上
げ
、
主
に

読
売
書
法
会
、
毎
日
書
道
会
、
産
経

国
際
書
会
所
属
の
会
派
、
表
具
店
、

書
道
用
品
店
に
対
し
、
基
金
依
頼
を

行
い
協
力
を
得
た
。

　

宮
田
亮
平
文
化
庁
長
官
に
要
望

書
、
有
識
者

名
か
ら
の
推
薦
状
、

賛
同
団
体
署
名
を
書
道
国
会
議
員
連

盟
と
共
に
手
交
し
た
。　

　

文
化
審
議
会
は
文
化
財
保
護
法
上

の
文
化
財
に
加
え
て
、書
道
や
茶
道
、

華
道
な
ど
生
活
文
化
に
関
わ
る
案
件

も
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
提
案

対
象
と
す
る
方
針
を
公
表
。

　

第
45
回
「
日
本
の
書
展
」
東
京
展

記
念
講
演
会
と
し
て
「
日
本
の
書
道

文
化
と
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺

産
」
と
題
し
、
松
浦
晃
一
郎
氏
（
第

代
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
、
元
駐
フ

ラ
ン
ス
共
和
国
特
命
全
権
大
使
）
と

愛
川
フ
ォ
ー
ル
紀
子
氏
（
元
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
担
当
部
長
、
元

文
化
庁
無
形
文
化
遺
産
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
の
対
談
を
開
催
。　

　

 

書
道
の
未
来
に
向
け
て　

　
　

　
　
　
　

井茂圭洞会長

宮田亮平文化庁長官に要望書・賛同団体署名を手交

ユ
ネ
ス
コ
登
録
推
進
運
動
の
経
緯
（
肩
書
は
記
載
当
時
）

第 45 回「日本の書展」東京展　記念講演会
松浦氏と愛川氏の対談

ロゴマーク
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協
議
会
役
員
16
名
の
書
家
が
新
作

を
出
品
し
た「
日
本
の
書
道
文
化
展
」

を
関
西
国
際
空
港
と
成
田
国
際
空
港

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
。
毎
日
多
く
の

日
本
人
、
外
国
人
が
行
き
か
う
会
場

で
毛
筆
文
化
に
な
じ
み
の
な
い
人
に

も
「
日
本
の
書
道
文
化
」
の
素
晴
ら

し
さ
を
見
て
も
ら
い
、
実
際
に
書
を

体
験
し
て
も
ら
っ
た
。　
　
　

　
　

　
「
書
道
文
化
に
関
す
る
基
礎
調
査
」

「
書
道
団
体
実
態
調
査
」
を
実
施
。

学
校
や
書
道
に
関
係
す
る
団
体
約

万
件
に
調
査
依
頼
し
、

件
の
回
答
協
力
を
得
た
。

頁

の
「
書
道
文
化
に
関
す
る
基
礎
調
査

報
告
書
」
を
発
行
。
書
道
の
現
状
を

詳
細
に
把
握
し
て
、
適
切
な
保
護
、

振
興
策
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
的

な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登
録
推
進
協

議
会
で
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
作
成
し
、

「
記
念
品
付
き
寄
付
」
と
い
う
形
で

活
動
資
金
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

円
の
寄
付
に
つ
き
ピ
ン
バ
ッ

ジ

個
を
記
念
品
と
し
て
贈
呈
す
る

こ
と
と
し
、
用
意
し
た
3
万
個
超
を

年
間
で
終
了
し
た
。

　
　

　

文
化
庁
の
「
令
和

年
度　

生
活

文
化
調
査
研
究
事
業
（
書
道
）」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
協
力
。

国
立
新
美
術
館
で
「
日
本
の
自
然

と
書
の
心
『
日
本
の
書

人
選

―
東
京

大
会
の
開
催
を
記

念
し
て
』」
を
開
催
。
主
催
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
書
展
実
行
委
員
会
、

文
化
庁
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術

文
化
振
興
会
で
、
実
行
委
員
会
の
構

成
団
体
の
中
に
全
国
書
美
術
振
興
会

と
日
本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登
録
推
進
協

議
会
も
入
る
。

　

文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
で
文

化
財
保
護
方
策
の
審
議
を
開
始
。
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
に
お
い
て
髙
木
聖
雨
ユ
ネ

ス
コ
協
議
会
副
会
長
が
文
化
財
保
護

法
の
改
正
を
要
望
。

　

文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
が
文

化
財
保
護
法
改
正
等
を
提
言
。

　

文
化
財
保
護
法
改
正
案
が
成
立
、

施
行
。
登
録
無
形
文
化
財
制
度
が
創

設
。

　

日
本
書
道
文
化
協
会
設
立
。
井
茂

圭
洞
氏
が
会
長
に
就
任
。

　

講
演
会
「
つ
な
ご
う
日
本
の
書
道

文
化　

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産

に
―
ユ
ネ
ス
コ
の
遺
産
事
業
と
し
て

の
無
形
文
化
遺
産
」
を
山
口
県
・
国

際
ホ
テ
ル
宇
部
で
開
催
。
講
師
は
佐

藤
地
氏
（
元
ユ
ネ
ス
コ
日
本
政
府
代

表
部
特
命
全
権
大
使
）。

　

10
月
の
文
化
審
議
会
答
申
に
基
づ

き
、「
書
道
」
が
初
の
国
の
登
録
無

形
文
化
財
に
決
定
。
日
本
書
道
文
化

協
会
が
末
松
信
介
文
部
科
学
大
臣
か

ら
「
書
道
」
の
保
持
団
体
に
認
定
さ

れ
る
。　
　
　
　
　
　

　　

書
道
国
会
議
員
連
盟
が
次
の
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
提
案
候
補
を

「
書
道
」
と
す
る
こ
と
を
政
府
に
求

め
る
こ
と
を
決
議
し
、
翌
月
、
塩
谷

立
会
長
他
が
末
松
文
部
科
学
大
臣
に

決
議
文
を
手
交
し
て
要
望
。

　

書
道
国
会
議
員
連
盟
総
会
に
お
い

て
、
議
連
に
対
し
次
の
ユ
ネ
ス
コ
登

録
提
案
候
補
を
「
書
道
」
と
す
る
要

望
書
を
、
日
本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登
録

推
進
協
議
会
と
日
本
書
道
文
化
協
会

の
連
名
で
提
出
。

　

書
道
国
会
議
員
連
盟
は
次
の
ユ
ネ

ス
コ
登
録
提
案
候
補
を
「
書
道
」
と

す
る
こ
と
を
政
府
に
求
め
る
こ
と
を

再
決
議
。

　
「
書
道
」
を
ユ
ネ
ス
コ
登
録
提
案

候
補
に
す
る
た
め
の
書
道
団
体
活
動

実
態
調
査
を
実
施
。

団
体
に

調
査
票
を
送
付
し
、

団
体
か

ら
回
答
を
得
て
い
る
。

　

日
本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登
録
推
進
協

議
会
と
日
本
書
道
文
化
協
会
の
主

催
、
書
道
国
会
議
員
連
盟
の
協
力
で

「『
書
道
』
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
実
現
に
向
け
て
の
特
別
揮
毫

会
」
を
東
京
・
竹
芝
の
ニ
ュ
ー
ピ
ア

ホ
ー
ル
で
開
催
。
書
道
国
会
議
員
連

盟
所
属
の
議
員
、
文
部
科
学
省
、
文

化
庁
、
日
本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登
録
推

進
協
議
会
役
員
、
日
本
書
道
文
化
協

会
会
員
や
美
術
館
・
博
物
館
関
係
者
、

書
道
界
か
ら
約

名
が
出
席
す

る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

午
前
中
は
高
等
学
校
書
道
部
の
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
千
葉
県
・
中

央
学
院
高
校
書
道
部
と
長
野
県
・
松

本
蟻
ヶ
崎
高
校
書
道
部
）
を
実
施
。

12
時
か
ら
新
井
光
風
先
生
、
土
橋
靖

子
先
生
、
永
守
蒼
穹
先
生
の
作
品
揮

毫
と
講
話
が
あ
っ
た
。

ピンバッジ

特別揮毫会（東京）・来賓と揮毫者

末松大臣から井茂会長へ保持団体認定書の交付

成田国際空港NAAアートギャラリーでの
「日本の書道文化展」体験コーナー

日本の書２００人選  会場



（ 4 ）

　

関
西
展
か
ら
九
州
展
ま
で
直
轄

展
の
総
出
品
数
は

点
で
前

回
か
ら

点
増
加
し
た
。
ま
た
、

入
場
者
数
も
全
展
で

万

人
で

人
増
加
し
、
開
催
披

露
祝
賀
会
の
出
席
者
数
も

人
と

人
増
え
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

令
和

年

月

日（
水
・
祝
）

 

〜

月

日（
金
・
祝
）

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か（

・

階

展
示
ホ
ー
ル

〜

）

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

産
経
新
聞
社

後
援　

文
化
庁
、
大
阪
府

協
賛　
（
公
社
）日
本
書
芸
院

　

出
品
数
は
、
現
代
書
壇
巨
匠
16

点
、
現
代
書
壇
代
表

点
（
計

点
が
全
展
を
巡
回
）、
委
嘱

39
点
、
招
待

点
、
秀
抜
選

点
、
合
計

点
、
入

場
者
数
は

人
だ
っ
た
。
産

経
新
聞
紙
面
で
展
覧
会
紹
介
を
し
て

い
る
。

　

月

日（
水
・
祝
）、
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
「
光
琳
の
間
」
で

人
の
出
席
に
よ
る
開
幕
祝
賀

会
を
行
っ
た
。
髙
木
聖
雨
代
表
理

事
・
理
事
長
、
田
中
壮
一
郎
代
表
理

事
・
会
長
か
ら
主
催
者
挨
拶
、
産
経

新
聞
社
伊
藤
富
博
事
業
本
部
長
の
共

催
者
挨
拶
、
文
化
庁
吉
野
亨
文
化
財

調
査
官
か
ら
来
賓
祝
辞
、
黒
田
賢
一

常
務
理
事
の
書
家
代
表
挨
拶
後
、
土

橋
靖
子
理
事
の
乾
杯
発
声
で
祝
宴
に

入
り
、
真
神
巍
堂
常
務
理
事
の
閉
会

挨
拶
で
終
了
し
た
。

　
令
和

年

月
30
日（
火
）

 

〜

月

日（
日
）

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
愛
知

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

階

〜

）

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

中
日
新
聞
社

後
援　

文
化
庁
、
愛
知
県
、
東
海
テ

レ
ビ
放
送

協
賛　
（
公
社
）中
部
日
本
書
道
会

　

出
品
数
は
、
巨
匠
、
代
表
の

点
、
委
嘱
16
点
、
招
待

点
、

秀
抜
選

点
、合
計

点
、

会
期
中
の
入
場
者
数
は

人

だ
っ
た
。
中
日
新
聞
紙
面
で
の
展
覧

会
紹
介
、
東
海
テ
レ
ビ
放
送
の
放
映

が
あ
っ
た
。

　

月
30
日
（
火
）、
名
古
屋
東
急

ホ
テ
ル
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
」
で

人
の
出
席
に
よ
る
開
幕
祝
賀
会
を

行
っ
た
。
髙
木
理
事
長
、
田
中
会
長

の
主
催
者
挨
拶
、
中
日
新
聞
社
鷲
見

第
51
回
「
日
本
の
書
展
」

関西展祝賀会

関西展会場

伊藤富博産経新聞社事業本部長

吉野亨文化庁文化財調査官黒田賢一常務理事

髙木聖雨理事長

真神巍堂常務理事 土橋靖子理事

中部展会場鷲見卓中日新聞社取締役事業担当

樽本樹邨顧問林泰敬東海テレビ放送取締役事業担当 神田真秋中部日本書道会名誉会長鬼頭翔雲評議員
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卓
取
締
役
事
業
担
当
の
共
催
者
挨

拶
、
中
部
日
本
書
道
会
神
田
真
秋
名

誉
会
長
の
来
賓
祝
辞
、
樽
本
樹
邨
顧

問
の
書
家
代
表
挨
拶
後
、
東
海
テ
レ

ビ
放
送
林
泰
敬
取
締
役
事
業
担
当
の

乾
杯
発
声
で
祝
宴
に
入
り
、
鬼
頭
翔

雲
評
議
員
の
閉
会
挨
拶
で
終
了
し

た
。

令
和

年

月
15
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

〜

月
25
日（
日
）

国
立
新
美
術
館（
展
示
室

〜

）
主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

共
同
通
信
社

後
援　

文
化
庁

　

出
品
数
は
、
巨
匠
、
代
表
の

点
、
委
嘱
54
点
、
招
待

点
、
秀
抜
選

点
に
加
え
、
関

西
展
、
中
部
展
、
九
州
展
の
委
嘱
63

点
も
同
時
に
展
示
し
、
総
展
示
数
は

点
に
な
っ
た
。
入
場
者
数

は

人
だ
っ
た
。

　

月
15
日（
木
）、
オ
ー
ク
ラ
東
京

「
平
安
の
間
」
で

人
の
出
席

に
よ
る
開
幕
祝
賀
会
を
行
っ
た
。
髙

木
理
事
長
、
田
中
会
長
か
ら
の
主
催

者
挨
拶
に
始
ま
り
、
書
道
国
会
議
員

連
盟
河
村
建
夫
名
誉
会
長
の
発
声
で

先
に
乾
杯
を
行
っ
た
。
共
同
通
信
社

三
土
正
司
代
表
取
締
役
社
長
の
共
催

者
挨
拶
へ
と
続
き
、
文
部
科
学
副
大

臣
の
簗
和
生
衆
議
院
議
員
、
書
道
国

会
議
員
連
盟
会
長
代
行
の
末
松
信
介

参
議
院
議
員
、
書
道
国
会
議
員
連
盟

会
長
の
塩
谷
立
衆
議
院
議
員
の
来
賓

祝
辞
が
あ
り
、
書
道
国
会
議
員
連
盟

事
務
局
長
の
関
芳
弘
衆
議
院
議
員
を

紹
介
し
た
。
井
茂
圭
洞
名
誉
顧
問
の

書
家
代
表
挨
拶
後
祝
宴
に
入
り
、
星

弘
道
常
務
理
事
の
閉
会
挨
拶
で
終
了

し
た
。　

　
令
和

年

月

日（
火
）

 

〜

月

日（
日
）

〈
第

会
場
〉　
福
岡
市
美
術
館（

階

ギ
ャ
ラ
リ
ー

〜

）

〈
第

会
場
〉　
福
岡
県
立
美
術
館（

階
展
示
室

〜

号
室
）

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

西
日
本
新
聞
社

後
援　

文
化
庁
、
福
岡
県

出
品
数
は
、
巨
匠
、
代
表
の

点
、
委
嘱

点
、
招
待

点
、

秀
抜
選

点
、合
計

点
、

会
期
中
の
入
場
者
数
は

人

だ
っ
た
。
西
日
本
新
聞
紙
面
で
展
覧

会
紹
介
を
し
て
い
る
。

　

月

日
（
火
）、
西
鉄
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
「
プ
レ
ジ
ー
ル
」
で

東京展会場・公募臨書東京展祝賀会

東京展会場

河村建夫書道国会議員連盟名誉会長

簗和生文部科学副大臣末松信介書道国会議員連盟会長代行塩谷立書道国会議員連盟会長 三土正司共同通信社代表取締役社長

星弘道常務理事九州展会場

安武弘子西日本新聞社営業本部次長島谷弘幸九州国立博物館館長石原進福岡市文化芸術振興財団理事長松清秀仙評議員



（ 6 ）

人
の
出
席
に
よ
る
開
幕
祝
賀

会
を
行
っ
た
。
髙
木
理
事
長
、
田
中

会
長
か
ら
主
催
者
挨
拶
、
西
日
本
新

聞
社
安
武
弘
子
営
業
本
部
次
長
の
共

催
者
挨
拶
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文

化
財
機
構
理
事
長
で
九
州
国
立
博
物

館
島
谷
弘
幸
館
長
の
来
賓
祝
辞
、
福

岡
市
文
化
芸
術
振
興
財
団
石
原
進
理

事
長
の
乾
杯
発
声
で
祝
宴
に
入
り
、

松
清
秀
仙
評
議
員
の
閉
会
挨
拶
で
終

了
し
た
。

　
令
和

年

月
15
日（
木
）

 

〜

月
25
日（
日
）

国
立
新
美
術
館（
展
示
室

の
一

部
）

　

書
の
基
本
で
あ
る
臨
書
に
限
っ
た

公
募
展
で
、
今
回
が
12
回
目
。
応
募

数
は

点
。
当
会
役
員
で
構

成
さ
れ
る
審
査
員
10
人
に
よ
る
厳

正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
か
ら

点
（
漢
字

点
、
か
な

98
点
、
篆
刻
28
点
）
が
入
選
し
、
表

装
さ
れ
た
作
品
は
第
51
回
「
日
本
の

書
展
」
東
京
展
の
会
場
内
に
前
期
と

後
期
に
分
け
て
展
示
さ
れ
た
。
作
品

は
展
示
終
了
後
、
入
選
證
と
一
緒
に

入
選
者
に
届
け
ら
れ
た
。

　

例
年
ど
お
り
「
日
本
の
書
展
」
の

直
轄

展
の
終
了
後
、
現
代
書
壇
巨

匠
、
現
代
書
壇
代
表
の
作
品

点
に
、
地
元
の
有
力
作
家
の
作
品
を

加
え
て
、
当
会
と
共
同
通
信
社
、
地

元
各
新
聞
社
の
共
催
、
文
化
庁
後
援

の
も
と
全
国

会
場
を
巡
回
し
て
い

る
。
第
51
回
展
は
予
定
通
り
開
催
さ

れ
て
い
る
。

米
子
（
山
陰
中
央
新
報
社
）

令
和

年

月

日
〜

月

日　

米
子
市
美
術
館

青
森
（
東
奥
日
報
社
）

令
和

年

月

日
〜

月
11
日　

N
ew
's TO

-O

ビ
ル　

階
催
事
場

富
山
（
北
日
本
新
聞
社
）

令
和

年

月
15
日
〜

月
18
日　

富
山
県
民
会
館

岡
山
（
山
陽
新
聞
社
）

令
和

年
10
月
11
日
〜
10
月
16
日　

天
満
屋
岡
山
店　

階
葦
川
会
館

広
島
（
中
国
新
聞
社
）

令
和

年
10
月
24
日
〜
10
月
29
日　

広
島
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

奈
良
（
奈
良
新
聞
社
） 

予
定

令
和

年

月
20
日
〜

月
24
日　

奈
良
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

長
野
（
信
濃
毎
日
新
聞
社
） 

予
定

令
和

年

月

日
〜

月
10
日　

長
野
県
立
美
術
館

茨
城
（
茨
城
新
聞
社
）

予
定

令
和

年

月
13
日
〜

月
18
日　

茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

令
和

年

月
18
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

〜

月
20
日（
日
） 

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー　

ス
ポ
ー
ツ
棟（
地
下

階
「
第

体
育
室
」）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

月
18
日（
金
）

　

 

10
時
30
分
〜
11
時
40
分

　

 

13
時
30
分
〜
14
時
40
分

　

 

15
時
40
分
〜
16
時
50
分

月
19
日（
土
）

　

 

10
時
30
分
〜
11
時
40
分

　

 

13
時
30
分
〜
14
時
40
分

　

 

15
時
40
分
〜
16
時
50
分

月
20
日（
日
）

　

 

10
時
30
分
〜
11
時
40
分

　

 

13
時
30
分
〜
14
時
40
分

　

今
回
も
、
国
立
青
少
年
教
育
振
興

機
構
の
「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
」
か
ら

の
助
成
を
受
け
開
催
し
た
。
昨
年
は

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に

月
の
予
定
を

12
月
に
移
し
て
開
催
し
た
が
、
今
年

は
同
じ
渋
谷
区
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
施
設

内
で

月
に
開
催
し
た
。
体
験
日

日
間
と
も
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

発
表
さ
れ
る
よ
う
な
猛
暑
日
で
、
そ

の
影
響
か
、
数
日
前
か
ら
キ
ャ
ン
セ

ル
が
続
き
、
定
員

人
の
と
こ

ろ
、
体
験
者
は

人
だ
っ
た
。

水
書
き
、
墨
磨
り
、
自
分
で
選
ん
だ

う
ち
わ
に
線
や
文
字
で
仕
上
げ
る
体

験
だ
が
、
同
伴
の
保
護
者
に
も
子
ど

も
と
一
緒
に
体
験
に
参
加
し
て
も

ら
っ
た
。

【
書
道
の
ユ
ネ
ス
コ
登
録
に
係
る
要

望
活
動
】

　

書
道
国
会
議
員
連
盟
と
一
緒
に
ユ

ネ
ス
コ
登
録
に
向
け
て
様
々
な
要
望

活
動
を
行
な
っ
た
。

令
和

年

月

日　

永
岡
桂
子

文
部
科
学
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
、
ユ

ネ
ス
コ
登
録
を
要
望
し
た
。
出
席
者

は
塩
谷
立
書
道
国
会
議
員
連
盟
会

長
、
関
芳
弘
同
事
務
局
長
、
田
中
壮

一
郎
会
長
、
井
茂
圭
洞
副
会
長
、
髙

木
聖
雨
副
会
長
、
星
弘
道
副
会
長
。

令
和

年

月
10
日　

書
道
国
会

議
員
連
盟
総
会
に
お
い
て
書
道
の
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
の
要
望

書
を
提
出
、
議
員
連
盟
が
ユ
ネ
ス
コ

登
録
に
係
る
再
決
議
を
決
定
。
同
日

に
要
望
書
を
議
連
所
属
各
議
員
に
配

布
。

令
和

年

月
23
日　

菅
義

偉
前
総
理
、
松
野
博
一
官
房
長
官
に

書
道
議
連
と
共
に
書
道
の
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
登
録
の
要
望
書
を
提

出
。
こ
の
他
に
も
有
力
議
員
に
要
望

書
を
提
出
し
て
い
る
。

【「『
書
道
』
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
実
現
に
向
け
て
の
特
別
揮

毫
会
」
を
実
施
】

　

書
道
国
会
議
員
連
盟
か
ら
の
提
案

を
踏
ま
え
、
令
和

年
11
月
18
日

（
土
）
に
東
京
・
竹
芝
の
ニ
ュ
ー
ピ

ア
ホ
ー
ル
で
登
録
実
現
に
向
け
て
の

特
別
揮
毫
会
を
開
催
し
た
。
書
道
国

会
議
員
連
盟
所
属
の
議
員
、
文
部
科

学
省
、
文
化
庁
、
日
本
書
道
ユ
ネ
ス

コ
登
録
推
進
協
議
会
役
員
、
日
本
書

道
文
化
協
会
会
員
や
美
術
館
・
博
物

館
関
係
者
、
書
道
界
か
ら
約

名
が
出
席
す
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
。

　

午
前
中
は
高
等
学
校
書
道
部
の
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
千
葉
県
・
中

央
学
院
高
校
書
道
部
と
長
野
県
・
松

本
蟻
ヶ
崎
高
校
書
道
部
）
を
実
施
。

12
時
か
ら
新
井
光
風
先
生
、
土
橋
靖

子
先
生
、
永
守
蒼
穹
先
生
の
作
品
揮

毫
と
講
話
が
あ
っ
た
。

　

日
本
書
道
文
化
協
会
は
令
和

年

月
26
日
に
設
立
総
会
を
開
き
、
同

年
12
月
に
初
の
登
録
無
形
文
化
財
に

登
録
さ
れ
た
「
書
道
」
の
保
持
団
体

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
書
道
の
伝
統

的
な
書
法
を
受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
と

つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、
書
道
の
技

の
保
存
と
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

【
令
和
5
年
度
の
登
録
無
形
文
化
財

「
書
道
」
特
別
揮
毫
会
の
開
催
＝
文

化
庁
補
助
事
業
】

〈
名
古
屋
会
場
〉
電
気
文
化
会
館

子
ど
も
の
毛
筆
体
験
教
室

「
筆
も
じ
に
ト
ラ
イ
！

 

２
０
２
３
」 

開
催

 

（
令
和
5
年
2
月
以
降
）　

（
令
和
5
年
1
月
以
降
）　

筆もじにトライ！ 2023

筆もじにトライ！体験風景
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令
和

年

月

日（
日
）

13
時
〜
15
時　

参
加
者
約

名

講
師
・
揮
毫
者

鬼
頭
翔
雲
、
近
藤

浩
乎
、
風
岡
五
城

〈
福
岡
会
場
〉
福
岡
市
美
術
館
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ホ
ー
ル

令
和

年

月

日（
水
）

13
時
〜
15
時　

参
加
者
約

名

講
師
・
揮
毫
者

石
飛
博
光
、
伊
藤

仙
游
、
森
上
光
月

【
高
等
学
校
等
へ
の
会
員
書
家
の
派
遣

事
業
の
実
施
＝
文
化
庁
補
助
事
業
】

令
和

年

月
14
日（
火
）　

埼
玉
県
・
私
立
本
庄
東
高
等
学
校

講
師

土
橋
靖
子

令
和

年

月
29
日（
水
）　

奈
良
県
立
桜
井
高
等
学
校
（
畝
傍
高

等
学
校
と
共
同
）

講
師

中
村
伸
夫　

令
和

年

月
16
日（
日
）

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校　

講
師

遠
藤　

彊

令
和

年

月
24
日（
水
）　

広
島
県
立
熊
野
高
等
学
校

講
師

牛
窪
梧
十

令
和

年
10
月

日（
日
）　

市
立
札
幌
平
岸
高
等
学
校　

講
師

室
井
玄
聳

【
街
な
か
書
道
体
験
の
実
施
】

　
「
書
道
」
を
保
護
継
承
し
て
い
く

た
め
に
、
新
た
な
普
及
活
動
の
一
環

と
し
て
、
街
な
か
で
の
書
道
体
験
の

場
を
作
っ
て
い
く
事
業
「
街
な
か
書

道
体
験
」
を
実
施
。「
般
若
心
経
」

と
「
い
ろ
は
歌
」
の
な
ぞ
り
書
き
が

で
き
る
よ
う
に
、
著
名
書
家
の
手
本

を
基
に
制
作
し
た
用
紙
に
、
い
ろ
い

ろ
な
場
所
、
施
設
を
訪
れ
た
方
や
通

り
す
が
り
の
方
に
書
道
体
験
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
様
々
な
書
道

関
連
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
書
道
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
実
施
し
て
い

る
。

月
〜

月　

日
本
書
芸
院
主
催

「
全
国
シ
ル
バ
ー
書
道
展
」
広
島
展
、

大
阪
展
等

月
12
日　
世
田
谷
区
等
主
催
「
第

回
せ
た
が
や
国
際
メ
ッ
セ
」（
日
大

文
理
学
部
）

月
18
日　

京
都
府
等
主
催
「
京

都
ま
る
ご
と
芸
術
祭
」（
亀
岡
市
で

開
催
）月

日　

兵
庫
県
「
伝
統
文
化

ふ
れ
あ
い
広
場
」
イ
ベ
ン
ト
（
兵
庫

県
公
館
）

月
18
日　

謙
慎
書
道
会
展
席
上

揮
毫
会
（
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ
噴
水
広
場
）

月
〜

月　

傘
寿
記
念
辻
元
大

雲
回
顧
書
展
（
袖
ヶ
浦
市
郷
土
博
物

館
）

月
11
、
25
日　

第

回
兵
庫
県

書
写
・
書
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
兵

庫
書
写
・
書
道
教
育
協
会
主
催　

デ

ザ
イ
ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

神
戸
）月

23
日　

大
津
市
立
図
書
館
主

催
「
街
な
か
書
道
体
験in

図
書
館

第

弾
」

10
月
14
日　
日
本
書
芸
院
主
催
「
手

書
き
文
字
ば
ん
ざ
い
！
」（
大
阪OM

M

ビ
ル
）

10
月
28
日　

国
立
青
少
年
教
育
振

興
機
構
主
催
「
秋
の
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス

タ
」（
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
）

【
書
道
文
化
に
関
す
る
研
究
助
成
を

開
始
】

　

日
本
の
伝
統
的
な
書
道
文
化
、
書

法
の
継
承
や
普
及
、
発
展
、
書
道
教

育
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
次
代
を
担
う
40
歳
未
満
の
若
手

の
研
究
者
、
書
家
の
育
成
を
図
る
た

め
に
「
研
究
助
成
」
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
令
和

年

月
か
ら
募

集
を
開
始
し
た
。
日
本
の
伝
統
文
化

と
し
て
の
書
道
の
継
承
と
発
展
に
関

す
る
各
種
観
点
か
ら
の
研
究
で
、

つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
研
究
計
画
書

を
提
出
し
て
も
ら
い
、
10
名
の
応
募

が
あ
っ
た
。
協
会
役
員

名
の
審
査

委
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

月

日
に

名
の
採
択
が
決
定
し
、
助
成

金
各
30
万
円
を
授
与
し
た
。

名
は

提
出
研
究
計
画
書
に
沿
っ
て

年

間
、
研
究
を
進
め
論
文
作
成
を
し
、

本
年
12
月
に
は
論
文
集
発
行
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
を
す
る
。
研
究
計
画

書
提
出
か
ら
論
文
完
成
ま
で

年
半

以
上
か
か
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の

「
研
究
助
成
」
は
隔
年
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
次
の
募
集
は
令
和

年

月
か
ら
開
始
す
る
。

【
賛
助
会
員
の
状
況
】

　

令
和

年

月
31
日
現
在
、
団
体

会
員
63
団
体
の
73
口
、
個
人
会
員
7

名
の
10
口
の
加
入
と
な
っ
て
い
る
。

〇
事
務
局

東
京
都
港
区
赤
坂

―
11
―

デ

ル
ッ
ク
ス
溜
池
山
王　

全
国
書
美
術

振
興
会
内

TEL 

―

―

FAX 

―

―

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info@
nihonshodobunka.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.nihonsyodobunka.jp/
書
写
に
係
る
教
員
研
修
等
の
た
め
の

テ
キ
ス
ト
が
完
成

　

令
和

年

月
の
書
道
国
会
議
員

連
盟
総
会
に
お
い
て
、
文
部
科
学
省

か
ら
教
員
研
修
用
の
指
導
テ
キ
ス
ト

作
成
の
提
案
を
受
け
、
協
議
会
で
は

作
業
部
会
を
設
け
て
、
小
学
校

年

以
上
の
書
写
指
導
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
教
員
研
修
用
指
導
テ
キ
ス
ト
）
の

検
討
を
続
け
て
お
り
、「
国
語
科
書

写
の
指
導
に
お
い
て
身
に
付
け
る
べ

き
毛
筆
実
技
に
関
わ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」（
本
文
15
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
令

和

年
春
に
完
成
予
定
。
テ
キ
ス
ト

で
は

コ
ー
ド
読
み
取
り
に
よ
る

動
画
配
信
も
行
う
。
文
部
科
学
省
の

協
力
の
も
と
に
、
各
都
道
府
県
・
市

町
村
教
育
委
員
会
に
配
布
し
周
知
を

依
頼
す
る
。

第
52
回
「
日
本
の
書
展
」（
予
定
）

開
催
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
あ
り
。

令
和

年

月

日（
水
）

 

〜

月

日（
金
・
祝
）

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
（
・

階

展
示
ホ
ー
ル

〜

）

午
前
10
時
〜
午
後

時
﹇
最
終
日
は

午
後

時
ま
で
﹈

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

産
経
新
聞
社

後
援　

文
化
庁
、
大
阪
府

協
賛　
（
公
社
）日
本
書
芸
院

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

月

日（
木
）午
後

時
〜

福
光
幽
石（
漢
字･

現
代
書
壇
代
表
）

令
和

年

月
28
日（
火
）

 

〜

月

日（
日
）

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
愛
知

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

階

〜

）

午
前
10
時
〜
午
後

時
﹇
最
終
日
は

午
後

時
ま
で
、
入
場
は
各
日
と
も

閉
場
30
分
前
ま
で
﹈

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

中
日
新
聞
社

後
援　

文
化
庁
、
愛
知
県
、
東
海
テ

レ
ビ
放
送

協
賛　
（
公
社
）中
部
日
本
書
道
会

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

月

日（
土
）
午
後

時
〜

吉
澤
劉
石（
か
な･

現
代
書
壇
代
表
）

令
和

年

月
13
日（
木
）

 

〜

月
23
日（
日
）

 

〈
18
日（
火
）は
休
館
日
〉

国
立
新
美
術
館（
展
示
室

〜

）
午
前
10
時
〜
午
後

時
﹇
入
場
は
午

後

時
30
分
ま
で
﹈

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

共
同
通
信
社

後
援　

文
化
庁

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

月
15
日（
土
）
午
後

時
〜

角
元
正
燦（
漢
字
・
現
代
書
壇
代
表
）

月
22
日（
土
）
午
後

時
〜

下
谷
洋
子（
か
な
・
現
代
書
壇
巨
匠
）
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※
二
会
場
で
開
催

令
和

年

月

日（
火
）

 

〜

月

日（
日
）

〈
第

会
場
〉
福
岡
市
美
術
館（

階

ギ
ャ
ラ
リ
ー

〜

）

現
代
書
壇
巨
匠
、
現
代
書
壇
代
表
、

委
嘱

午
前

時
30
分
〜
午
後

時
30
分

﹇

日（
金
）お
よ
び

日（
土
）は
午

後

時
ま
で
、
入
場
は
各
日
と
も
閉

場
30
分
前
ま
で
﹈

〈
第

会
場
〉
福
岡
県
立
美
術
館（

階
展
示
室

〜

号
室
）

招
待
、
秀
抜
選

午
前
10
時
〜
午
後

時
﹇
最
終
日
は

午
後

時
ま
で
、
入
場
は
各
日
と
も

閉
場
30
分
前
ま
で
﹈

主
催　
（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
、

西
日
本
新
聞
社

後
援　

文
化
庁
、
福
岡
県

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

月

日（
水
）
午
後

時
〜

第

会
場　

福
岡
市
美
術
館

岩
田
海
道（
漢
字･

現
代
書
壇
代
表
）

　

現
代
書
壇
巨
匠
・
代
表
の
全
作
品

が
、
当
会
と
共
同
通
信
社
、
地
元
各

新
聞
社
の
共
催
、
文
化
庁
後
援
の
も

と
全
国
を
巡
回
。

島
根
（
山
陰
中
央
新
報
社
）

令
和

年

月
22
日
〜

月
26
日

島
根
県
立
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

富
山
（
北
日
本
新
聞
社
）

令
和

年

月
14
日
〜

月
16
日

富
山
県
民
会
館

青
森
（
東
奥
日
報
社
）

令
和

年

月
20
日
〜

月
23
日

N
ew
's TO

-O

ビ
ル　

階
催
事
場

広
島
（
中
国
新
聞
社
）

令
和

年
10
月

日
〜
10
月

日

広
島
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

岡
山
（
山
陽
新
聞
社
）

令
和

年
10
月
16
日
〜
10
月
21
日

天
満
屋
岡
山
店　

階
葦
川
会
館

長
野
（
信
濃
毎
日
新
聞
社
）

令
和

年

月

日
〜

月

日

長
野
県
立
美
術
館

奈
良
（
奈
良
新
聞
社
）

令
和

年

月
26
日
〜

月
30
日

奈
良
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

茨
城
（
茨
城
新
聞
社
）

令
和

年

月
12
日
〜

月
17
日

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
（
茨

城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

初
め
て
毛
筆
に
触
れ
る
子
ど
も
や

毛
筆
経
験
が
浅
い
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
書
道
体
験
教
室
。
う
ち
わ
や
色

紙
に
、
墨
と
筆
で
文
字
や
線
な
ど
を

書
き
、
色
画
用
紙
で
型
抜
き
し
た
模

様
を
飾
り
付
け
、
筆
も
じ
飾
り
を
仕

上
げ
る
。
書
道
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、

水
書
き
シ
ー
ト
や
墨
磨
り
体
験
を

し
、
90
分
間
の
活
動
の
中
で
毛
筆
の

楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
。

令
和

年

月
16
日（
金
）

 

〜

月
18
日（
日
）

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー　

ス
ポ
ー
ツ
棟
地
下

階「
第

体
育
室
」（
東
京
都
渋
谷
区
）

募
集
対
象

才
〜
小
学
校

年
生

の
子
ど
も
（
保
護
者
同
伴
必
須
、
保

護
者
も
体
験
で
き
る
）

参
加
費
・
材
料
費

無
料

定
員

各
回
60
人　

計

人

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

月
16
日（
金
）

　

  

11
時
〜
12
時
30
分

　

  

14
時
30
分
〜
16
時

月
17
日（
土
）

　

  

11
時
〜
12
時
30
分

　

  

14
時
30
分
〜
16
時

月
18
日（
日
）

　

  

10
時
〜
11
時
30
分

　

  

13
時
30
分
〜
15
時

申
込
み
受
付
期
間

　

詳
細
は

月
以
降
、
当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。
申
込
み
は
専
用

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
の
み
に
て
受
付
の

予
定
。

開
催
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
あ
り

　 

印

新
任

代
表
理
事
・
会
長

　

田
中
壮
一
郎

代
表
理
事
・
理
事
長

　

髙
木　

聖
雨

業
務
執
行
理
事
・
常
務
理
事

　

大
平　

匡
昭　
　

黒
田　

賢
一

　

仲
川　

恭
司　
　

星 　

 

弘
道

　

真
神　

巍
堂

理
事

　

明
石　

聴
濤　
　

有
岡　

崖

　

伊
藤　

一
翔　
　

牛
窪　

梧
十

　

角
元　

正
燦　
　

高
木　

厚
人

　

田
中　

徹
夫　
　

辻
元　

大
雲

　

土
橋　

靖
子　
　

長
井　

素
軒

　

中
村　

伸
夫　
　

永
守　

蒼
穹

　

西
村　

東
軒

監
事

　

室
井　

玄
聳　
　

吉
澤　

鐵
之

　

和
中　

簡
堂

任
期　

令
和

年
11
月
28
日
〜
令
和

年
開

催
予
定
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結
時
ま
で

評
議
員

　

石
澤　

桐
雨　
　

伊
藤　

仙
游

　

井
上　

清
雅　
　

井
之
上
南
岳

　

岩
田　

海
道　
　

岩
永　

栖
邨

　

植
松　

龍
祥　
　

海
野　

涛
山

　

大
澤　

城
山　

○
大
田　

鵬
雨　

　

大
森　
　

　
　

岡
野　

楠
亭

　

金
子　

大
蔵　
　

鬼
頭　

翔
雲

　

佐
井　

麗
雪　
　

笹
原　

宏
之

　

霜
鳥　

秋
則　
　

鈴
木　

響
泉

　

田
頭　

一
舟　
　

髙
橋　

利
郎

　

歳
森　

芳
樹　

○
野
田　

正
行

○

橋
本　

英
明　
　

深
瀬　

裕
之

　

福
光　

幽
石　
　

舟
尾　

圭
碩

　

松
清　

秀
仙　
　

松
下　

英
風

　

松
村　

博
峰　

○
真
鍋　

井
蛙

　

宮
負　

丁
香　
　

森
上　

光
月

　

山
内　

香
鶴　
　

山
中　

翠
谷

　

山
本　

高
邨　
　

吉
川
美
恵
子

　

吉
澤　

石
琥　
　

吉
澤　

大
淳

　

吉
田　

成
美

任
期　

令
和

年
11
月
28
日
〜
令
和

年
開

催
予
定
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結
時
ま
で

名
誉
顧
問

　

荒
船　

清
彦　
　

井
茂　

圭
洞

　

尾
崎　

邑
鵬

顧
問

　

新
井　

光
風　
　

池
田　

桂
鳳

　

石
飛　

博
光　
　

杭
迫　

柏
樹

　

樽
本　

樹
邨　
　

中
野　

北
溟

参
事 

　

飯
髙　

和
子　
　

石
田　

雲
鶴

　

市
澤　

静
山　

○
井
上　

映
粧

　

今
村　

桂
山　

○
尾
崎　

蒼
石

　

加
藤　

子
華　
　

師
田　

久
子

　

芝　
　

松
翠　
　

清
水　

透
石

　

師
村　

妙
石　
　

鈴
木　

一
敬

　

鈴
木　

春
朝　
　

田
中　

節
山

　

辻
元　

邑
園　
　

内
藤　

富
卿

　

中
川　

裕
　
　

中
林　

蕗
風

　

楢
崎　

華
祥　
　

西
村　

自
耕

　

原
田　
　

上　
　

藤
岡　

都
逕

　

前
島　

泉
洲　
　

三
神　

榮
軒

　

宮
﨑　

葵
光　
　

村
井　

城

　

村
上　

俄
山　
　

望
月　

和
風

　

森
川　

星
葉　
　

八
木　

山
鈴

○

山
根　

亙
清　
　

山
本　

悠
雲

　

横
山　

煌
平　
　

吉
川　

蕉
仙

就
任
日　

令
和

年
11
月
28
日

　

文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
た
井
茂
圭

洞
名
誉
顧
問
、
文
化
功
労
者
と
な
ら

れ
た
黒
田
賢
一
常
務
理
事
、
日
本
芸

術
院
賞
を
受
賞
さ
れ
た
永
守
蒼
穹
理

事
の
功
労
を
顕
彰
し
、
記
念
品
を
贈

呈
し
た
。

令
和

年

月
以
降

　

次
の
役
員
の
先
生
方
が
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

　

梅
原
清
山
先
生
（
顧
問
）

　
　

令
和

年

月
25
日　

100
歳

　

岡
田
契
雪
先
生
（
参
事
）

　
　

令
和

年

月
22
日　

87
歳

　

一
色
白
泉
先
生
（
参
事
）

　
　

令
和

年

月

日　

85
歳

　

鈴
木　

勲
先
生
（
名
誉
顧
問
）

　
　

令
和

年

月
16
日　

98
歳

　

日
比
野
光
鳳
先
生
（
名
誉
顧
問
）

　
　

令
和

年

月
23
日　

94
歳

―

東
京
都
港
区
赤
坂

―
11
―

デ
ル
ッ

ク
ス
溜
池
山
王

階

TEL.  

―

―

FAX. 

―

―

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://shobi.or.jp/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス info@

shobi.or.jp

子
ど
も
の
毛
筆
体
験
教
室

「
筆
も
じ
に
ト
ラ
イ
！

 

２
０
２
４
」（
予
告
）


